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５月より
新型コロナウイルスの

ワクチン接種が始まります！
詳しくは6ページへ（　）前月比
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令和３年度 本部町当初予算

歳入予算の主な増減の理由等
●町税の増：固定資産税の増
●地方譲与税の減：地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税の減
●地方交付税の減：令和２年度国勢調査による人口減
●国庫支出金の増：衛生費国庫負担金·補助金の増
●県支出金の減：土木費県補助金の減
●町債の減：土木債の減

歳入予算
一般会計

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）歳出予算

武本部とは、本部の人の「進取の気性」に富み「質実剛健」で「文武両道」の町民のことだよ。

令和3年度当初 構成比 令和2年度当初 比較 増減率
町 税 1,353,695 15.5 1,300,645 53,050 4.1 
地 方 譲 与 税 48,929 0.6 50,135 −1,206 −2.4 
県 交 付 金 321,724 3.7 321,457 267 0.1 
地 方 交 付 税 2,176,499 24.9 2,257,390 −80,891 −3.6 
国 庫 支 出 金 1,811,876 20.7 1,626,089 185,787 11.4 
県 支 出 金 1,411,088 16.1 1,450,807 −39,719 −2.7 
諸 収 入 175,578 2.0 165,176 10,402 6.3 
町 債 774,385 8.9 853,771 −79,386 −9.3 
そ の 他 673,694 7.7 623,398 50,296 8.1 

計 8,747,468 100.0 8,648,868 98,600 1.1 

令和3年度当初 構成比 令和2年度当初 比較 増減率
義
務
的
経
費

人 件 費 1,223,610 14.0 1,231,296 −7,686 −0.6 
扶 助 費 1,865,245 21.3 1,766,646 98,599 5.6 
公 債 費 723,707 8.3 687,667 36,040 5.2 

投
資
的
経
費

普通建設事業(補助) 1,985,118 22.7 1,826,593 158,525 8.7 
普通建設事業(単独) 83,016 0.9 218,499 −135,483 −62.0 
県営事業等負担金 0 0.0 0 0 -
災 害 復 旧 事 業 費 10 0.0 12 −2 −16.7 

そ
の
他
の
経
費

物 件 費 970,392 11.1 947,386 23,006 2.4 
維 持 補 修 費 48,698 0.6 51,902 −3,204 −6.2 
補 助 費 等 871,068 10.0 896,644 −25,576 −2.9 
投資及び出資金 1 0.0 1 0 0.0 
積 立 金 93,894 1.1 105,718 −11,824 −11.2 
繰 出 金 862,707 9.9 896,502 −33,795 −3.8 
貸 付 金 2 0.0 2 0 0 
予 備 費 20,000 0.2 20,000 0 0.0 

計 8,747,468 100.0 8,648,868 98,600 1.1 

～一般会計総額 8,747,468千円（対前年度 1.1%増）～
　令和３年度の当初予算が、去る３月１７日に本部町議会において可決されましたので、そのあらましをお知らせいたします。
　令和３年度の当初予算額は前年度より１.１％の微増で、限られた財源の中において経費抑制も図られておりますが、本町が
目指す「日本一心豊かなまちづくり」実現のため、これまで以上に積極的かつ着実な行財政運営を目指す編成となっています。

※構成比数値は四捨五入の関係から若干合計数値が合わない場合がございます。

※構成比数値は四捨五入の関係から若干合計数値が合わない場合がございます。

令和３年度令和３年度
一般会計（歳出）一般会計（歳出）
8,747,468千円8,747,468千円

令和３年度令和３年度
一般会計（歳入）一般会計（歳入）
8,747,468千円8,747,468千円

自主財源
25.2%

2,202,967千円
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その他の経費
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2,866,762千円

扶助費
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723,707千円普通建設
事業費（補助）
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1,985,118千円
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災害復旧
0.1%未満
10千円

普通建設
事業費（単独）
0.9%

83,016千円

補助費等
10.0%

871,068千円

繰出金
9.9%

862,707千円

その他
1.9%

162,595千円

交付金等
4.2%

370,653千円

国庫支出金
20.7%

1,811,876千円

県支出金
16.1%

1,411,088千円

依存財源
74.8%

6,544,501千円

町債
8.9%

774,385千円
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5月は色鮮やかな「あじさい」が見頃だよ！

歳出予算の主な増減の理由等
★義務的経費
●人件費の減：特別職報酬減に伴う減
●扶助費の増：障害福祉費、児童福祉費の増に伴う増
●公債費の増：総務債、教育債の償還費増に伴う増
★投資的経費
●主な事業：瀬底島一周線道路改築事業、農水産業担い手支援住宅整備事業、具志堅団地新築整備事業
★その他の経費
●物件費の増：新型コロナウイルスワクチン接種に関する諸経費増に伴う増
●補助費等の減：団体負担金整理、畜産事業終了に伴う減
●繰出金の減：公共下水道特別会計繰出金の減

　以上が令和３年度一般会計予算のあらましになります。
　厳しい財政状況の中ではありますが、今後も町民本位の質の高い行政サービスを提供することと、社会情勢
の変化にも対応した行財政運営を行ってまいります。

（単位：千円、％） （単位：千円、％）
令和３年度 
当 初

令和２年度 
当 初 比 較 増減率

国民健康保険特別会計 2,015,049 1,962,967 52,082 2.7 

後期高齢者医療特別会計 130,541 129,447 1,094 0.8 

公共下水道特別会計 375,881 407,122 −31,241 −7.7 

計 2,521,471 2,499,536 21,935 0.9 

収　　入 支　　出
令和３年度 
当 初

令和２年度 
当 初 増減率 令和３年度 

当 初
令和２年度 
当 初 増減率

収益的 
収　支 513,432 515,606 − 0.4 508,210 490,274 3.7 

資本的 
収　支 104,018 204,018 −49.0 296,636 360,595 −17.7 

特別会計 水道事業会計

★一般会計と特別会計
　一般会計は、町税などの収入をもとに、一般的な各種事業の事務を処理するための会計。
　特別会計は、受益と負担の関係を明確にするため国保税などの特定の収入をもとに、特定の事業の事務を処理
するための会計。
★歳入と歳出
　国又は地方公共団体(県、市町村)の一会計年度中における収入と支出。
★自主財源と依存財源
　自主財源は、町が自主的に徴収または収納することができる財源のことで、「町税」、「諸収入」など。
　依存財源は、国や県から交付されたり、割り当てられた財源のことで、「地方交付税」、「国県支出金」、「町債」など。

【歳入】
●町税…町民税や固定資産税など、皆さんが町に納めた税金
●地方交付税…全ての市町村が一定水準の行財政運営を維持するために必要な額を保障するもので、国から交付されるお金
●国県支出金…町が各種事業を行う上で必要な財源に充てるため、国や県から交付されるお金
●町債…町が公共工事等の大きな事業を行うために、国や県から長期的に借入れるお金
●その他…分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金など

【歳出】
●人件費…特別職（町長など）給与や町職員に支払われる給与、諸手当などの経費
●扶助費…生活保護や児童扶養手当など、法令の規定により被扶助者への支払いが義務づけられている経費
●公債費…町が長期に借り入れたお金の元金と利子の償還に要する経費
●投資的経費…公共工事費、災害復旧事業費などの経費
●その他の経費…物件費(消耗品費等)、補助費、繰出金（特別会計へ充用する経費)などの経費

用語説明
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人事異動

新規採用職員

課長職
氏名 新職・新課 旧職・旧課 備考

大 城 尚 子 福祉課長 住民課主幹兼徴収対策班長
安 里 孝 夫 子育て支援課長 福祉課長
知 念 　 毅 上下水道課長兼業務班長 建設課都市計画港湾班長 昇任
上 原 新 吾 議会事務局長 企画商工観光課主幹 議会事務局へ出向
新 里 一 成 総務課主幹 上下水道課長
宮 城 　 健 総務課主幹 議会事務局長 本部町今帰仁村清掃施設組合へ派遣

班長職
渡久地　　　要 企画商工観光課デジタル広報班長 企画商工観光課クルーズ船受入推進班長 名称変更に伴う異動
新 垣 邦 彦 住民課徴収対策班長 福祉課福祉班長
知 念 　 豊 福祉課福祉班長 農林水産課主査
謝 花 裕 作 子育て支援課子育て支援班長 福祉課児童福祉班長 名称変更に伴う異動
嘉手苅　いつ子 子育て支援課渡久地保育所長 福祉課渡久地保育所長 名称変更に伴う異動
田 仲 康 成 建設課都市計画港湾班長 教育委員会事務局技査 町長部局へ出向
小 路 　 毅 教育委員会事務局指導主事 沖縄県教育委員会事務局 沖縄県より割愛採用
屋比久　信　子 総務課主査 上下水道課業務班長 本部町今帰仁村清掃施設組合へ派遣

一般職
具志堅　　　幹 総務課主事 福祉課主事 沖縄県後期高齢者医療広域連合へ派遣
黒 島 睦 美 企画商工観光課主任主事 会計課主任主事
比　嘉　啓一郎 企画商工観光課主任主事 総務課主任主事
喜屋武　　　卓 住民課主任主事 教育委員会事務局主任主事 町長部局へ出向
玉 城 綾 乃 福祉課主任主事 企画商工観光課主任主事
中曽根　綾　子 子育て支援課主任主事 福祉課主任主事 名称変更に伴う異動
仲 松 誉 人 子育て支援課主事 福祉課主事 名称変更に伴う異動
上　間　なぎさ 子育て支援課主事 福祉課主事 名称変更に伴う異動
下 浦 美 香 子育て支援課主任保育士 福祉課主任保育士 名称変更に伴う異動
具志堅　奈　美 子育て支援課主任保育士 福祉課主任保育士 名称変更に伴う異動
比　嘉　みなみ 子育て支援課主任保育士 福祉課主任保育士 名称変更に伴う異動
澤 木 俊 宏 子育て支援課主任保育士 福祉課主任保育士 名称変更に伴う異動
仲　田　麻美子 子育て支援課保育士 福祉課保育士 名称変更に伴う異動
仲　村　美恵子 健康づくり推進課主任主事 総務課主任主事 沖縄県後期高齢者医療広域連合派遣終了
玉 城 大 輔 健康づくり推進課主任主事 上下水道課主任主事
知 名 雄 義 建設課主任主事 住民課主任主事
仲 程 智 樹 建設課主任主事 企画商工観光課主任主事
人 見 　 聡 農林水産課主任技師 建設課主任技師
島 袋 　 陽 農林水産課主事 教育委員会事務局主事 町長部局へ出向
仲 程 祐 子 会計課主任主事 健康づくり推進課主任主事
與那嶺　　　卓 上下水道課主任主事 建設課主任主事
座 安 浩 貴 上下水道課主事 本部町今帰仁村清掃施設組合から転任
宇茂佐　隼　人 議会事務局主任主事 健康づくり推進課主任主事 議会事務局へ出向
仲宗根　　　農 教育委員会事務局主任主事 議会事務局主任主事 教育委員会へ出向
嶺 井 　 陸 教育委員会事務局主事 農林水産課主事 教育委員会へ出向
田 港 朝 海 教育委員会事務局主事 新規採用
嶺 井 香 南 子育て支援課保育士 新規採用
玉　城　さおり 福祉課理学療法士 新規採用

現業職
徳 村 政 巳 子育て支援課調理員 福祉課調理員 名称変更に伴う異動
與 儀 竜 也 教育委員会事務局給食センター調理員 新規採用

令和3年4月1日付で人事異動がありましたのでご紹介します。

令和3年4月1日付で4人の職員が採用されました。町民の皆様、よろしくお願いします。

玉
たま

城
しろ

 さおり（福祉課） 田
たみなと

港 朝
とも

海
み
（教育委員会） 嶺

みね
井
い

 香
か

南
な
（渡久地保育所） 與

よ
儀
ぎ

 竜
たつ

也
や
（給食センター）

本部町民の介護予防と健康づく
りに尽力いたします！

私自身、日々笑顔を忘れずに子
ども一人一人との関りを意識し、寄
り添いながら保護者との連携を大
事にして、子どもと保護者が安心し
て過ごせるように頑張ります。

本部町民に貢献できるよう初心
を忘れず、一生懸命頑張ります。

この度、給食センターに配属にな
りました。安心・安全かつ美味しい
給食を提供できるよう一生懸命頑
張ります。

退職者 令和3年3月31日付で2人が退職しました。
町政への貢献ありがとうございました。

氏名 旧職・旧課
崎 浜 　 淳 上下水道課技査
喜屋武　　　匡 教育委員会事務局指導主事

5月12日は「アセローラの日」だよ！
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【幼稚園児・小学生・中学生対象】教育委員会より就学援助（準要保護）制度のお知らせ
本部町教育委員会では、経
済的に生活が厳しいために
就学が困難な園児児童生徒
の保護者に対して、援助費を
支給しています。

1.援助対象の方
①生活保護が停止又は廃止になった世帯
②令和3年度市町村民税の非課税世帯
③令和3年度市町村民税の課税世帯で特段の事情がある世帯
2.申請に必要な書類
（内容の確認や各種証明書の追加提出をお願いする場合があります）
①��申請書（各園・学校及び本部町教育委員会で配布します。申請は令
和3年5月6日（木）からです）
②保護者名義の預金通帳又はキャッシュカード
③保護者の認印
3.提出先
本部町教育委員会（本部町役場２F） ※学校では受け取りません
4.申請の流れ

お知らせ配布 ▶ 申請手続き ▶ 審査・認定 ▶就学援助費の支給
教育委員会から
学校を通して就
学援助制度のお
知らせが園児児
童生徒に配布さ
れます。

就学援助申請用
紙を学校を通し
て配布しますの
で、教育委員会
へ直接提出して
ください。

所得などをもと
に審査を行い、
教育委員会から
結果の通知が届
きます。

認定された場合、
就学援助費が支
給されます。
※�援助の内容に
よって異なります。

5.締切日・結果通知
【申請期間】令和3年5月6日（木）～6月4日（金）
※�申請期間経過後も翌年2月まで随時申請は受け付けますが、認定期
間が短くなりますのでご注意ください。

【申請結果の通知】令和3年7月中
6.援助の内容
【小中学校へ通う児童生徒】�給食費・新入学用品費・学用品費・� �

修学旅行費・医療費の一部補助
【幼稚園へ通う園児】�給食費・小学校新入学用品費（入学前の3月に支給）

※�医療費：学校保健安全法で指定された学校病（中耳炎・結膜炎・虫歯等）
が対象。在籍する学校で治療カードをもらってから、病院の窓口に提出して
ください。保険医療診療の自己負担分が援助されます。

前年度就学援助を受けていて、 
引き続き援助を希望される方は、毎年申請が必要です。

給食費 新入学用品費

修学旅行費

学用品費

医療費（一部）

お問い合わせ �教育委員会学校教育班�TEL.0980-47-2206

令和3年4月1日付けで内
うち

間
ま

清
きよ

彦
ひこ

さんが瀬底
行政区の新区長に就任しました。

令和3年3月31日付で島袋重
則氏が本部町今帰仁村消防組合
消防長を退任しました。
41年間、地域住民の生命、身体、

財産を守り、管内の防災・消防
行政の発展に寄与しました。また、
数々の災害現場でも活躍し、若い
職員の人材育成にも大きく貢献さ
れました。4月からは新たに玉城拓
（45）が消防長に就任します。
複雑多様化する災害への対応力

強化、災害に強いまちづくり、地域

住民に親しまれる消防本部を目指
して消防行政に精進していきます。
また、4月1日付で3人の職員が
採用となりました。4月12日から沖
縄県消防学校で約半年間の初任
教育を経て現場へ配属されます。

固定資産評価審査委員会とは、固定資産課税台帳に登録され
た価格に関する不服申出を中立的な立場で審査し、決定するため
に設置された第三者機関です。
委員会は町長が議会の同意を得て選任した3名の委員で組織さ

れ、任期は令和3年4月1日から令和6年3月31日までの3年間です。

委員長  
中曽根 義人

副管理者 本部町長  
平良 武康

本部町出身  
小
こ

濱
はま

 聖
ひじり

（19）

瀬底行政区 区長  
内間 清彦

委員  
島袋 徹志

定年退職 消防長  
島袋 重則

今帰仁村出身  
當
とう

山
やま

 魁
かい

也
や
（21）

委員  
仲間 厚洋

管理者 今帰仁村長  
久田 浩也

今帰仁村出身  
長
なが

堂
どう

 琴
こと

美
み
（26）

優しい地域づくりを目指し、 
公平・公正、安心・安全で 

支援が必要な高齢者や子どもたちを 
積極的に支援していきます。

瀬底行政区で新区長が就任 消防便り

固定資産評価審査委員会の 
委員が選任されました

感染予防のため、まずは手洗いと咳エチケットを心がけよう！
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願書提出先・お問い合わせ �（一財）消防試験研究センター沖縄県支部�
〒900─0029�那覇市旭町116─37�自治会館6階�TEL.098-941-5201

【試験日】令和3年6月27日（日）
【試験の種類】�〈午前の部〉 乙種（第1類～第7類）� �

〈午後の部〉 甲種（特類、第1類～第5類）
【試験会場】琉球大学
【願書受付期間】令和3年5月20日（木）～27日（木）
【願書配布先】�各消防本部予防課、沖縄県宮古事務所総務課、�

沖縄県八重山事務所総務課、� �
（一財）消防試験研究センター沖縄県支部等� �
※�電子申請ができます。ホームページをご覧ください！�
http://www.shoubo-shiken.or.jp

消防設備士試験

願書提出先・お問い合わせ �（一財）消防試験研究センター沖縄県支部�
〒900─0029�那覇市旭町116─37�自治会館6階�TEL.098-941-5201

【試験日】令和3年6月20日（日）
【試験の種類】�甲種、乙種（第1類～第6類）、丙種
【試験会場】�農業大学校、琉球大学、南部農林高等学校、� �

宮古工業高等学校、八重山農林高等学校
【願書受付期間】令和3年5月10日（月）～17日（月）
【願書配布先】�各消防本部予防課、沖縄県宮古事務所総務課、�

沖縄県八重山事務所総務課、� �
（一財）消防試験研究センター沖縄県支部等� �
※�電子申請ができます。ホームページをご覧ください！�
http://www.shoubo-shiken.or.jp

危険物取扱者試験

4月中旬に75歳以上の方（令和3年度に75歳になる方）へ通
知を発送しています。まずは75歳以上の方から接種を開始します。

〈集団接種日程表〉
【受付時間】�〈日曜日〉 午前8時40分～午後0時� �

〈水曜日〉 午後1時40分～5時
接種者数（人） 接種会場 接種日

300 町民体育館
5月2日（日） 5月23日（日）
5月9日（日） 5月30日（日）
5月19日（水） 6月9日（水）

【予約の取り方】
※�事前予約が必要です。予約受付は先着順とし、
定員になり次第、締切とさせていただきます。

〈接種予約システムでの受付の場合〉
予約サイトURL�→�https://reserva.be/motobucovid19
・�接種券番号（10桁の券番号）� �
《例》0001234567の場合 1234567
・�パスワード「a生年月日（西暦を含む８桁）」を入力して、
ログインしてください。《例》a19800101
�手順（動画）�→�https://youtu.be/3-03g7SDuKYをご覧ください。

〈電話での受付の場合〉
受付時間：午前8時30分～午後5時（平日）�TEL.0980-43-5016

【予約が取れなかった方】
6月９日（水）以降の日程については、ホームページ等でご案内します。

新型コロナウイルスワクチン接種について

・�外出する際は必ずマスクを� �
着用しましょう。
・こまめに手を洗いましょう。
・帰宅後はうがいをしましょう。
・室内では換気を徹底しましょう。

新型コロナウイルス感染症に 
注意しましょう

お問い合わせ �健康づくり推進課健康づくり推進班��
� TEL.0980-47-5602

第十一回特別弔慰金の請求期間のお知らせ
戦没者等の遺族の方へ
先の大戦で公務等のため国に殉じた元軍人、軍属及び準
軍属の方々に思いをいたし、その遺族に対し、国として弔慰の
意を表すことを目的として特別弔慰金が支給されます。請求
期間は令和2年4月1日から令和5年3月31日までです。提
出書類などについては下記担当課までお問い合わせください。
お問い合わせ �福祉課福祉班�特別弔慰金担当�TEL.0980-47-2165

【町県民税・軽自動車税・固定資産税・国民健康保険税】の納付は便利な口座振替がおすすめです。
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日程 行事・イベント 場所

5
月

1日（土）聖火リレー 海洋博記念公園

6日（木）振替休日のため図書館休館 町立図書館

6、13、20、27日
（毎週木曜日）町内スーパーへの買い物支援 具志堅区

19日（水）行政相談会 役場町民ロビー

28日（金）資料整理日のため図書館休館 町立図書館

6
月

16日（水）行政相談会 役場町民ロビー

23日（水）慰霊の日

25日（金）資料整理日のため図書館休館 町立図書館
●町内イベントは町ホームページのイベントカレンダーでも確認できます。

5・6月の町内行事・イベント情報

ご寄附 本部町ちゅらまちづくり応援基金

件数164件����������� 総額2,442,000円
令和3年2月1日～28日分

ありがとう 
ございました。

令和2年度町税・国保税の 
納め忘れはありませんか？

納付月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定 
資産税 ○

１期
○
２期

○
３期

○
４期

町県 
民税 ○

１期
○
２期

○
３期

○
４期

軽自動 
車税 ○

国保税 ○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

○
５期

○
６期

○
７期

○
８期

後期 
高齢 ○

１期
○
２期

○
３期

○
４期

○
５期

○
６期

○
７期

○
８期

○
９期

お問い合わせ �健康づくり推進課�TEL.0980-47-2701 
住民課 TEL.0980-47-5629

※毎月25日実施（25日が休日であれば翌平日）※納税相談の際は、事前に電話連絡をお願いします。

午後5時30分～�
� 7時30分令和3年5月25日（火）5月の夜間

納税相談日

相談できる税／�固定資産税・町県民税・軽自動車税(種別割)・� �
国保税・後期高齢者医療保険料

申込先・お問い合わせ �地域包括支援センター（福祉課内）�
TEL.0980-43-0565

～自分らしい生活を送るために 
「からだにいいこと」始めませんか？～
もとぶ元気村ウェルネスセンター運動プログラムの参加費用の
一部を助成します。水中運動や水中ウォーキングなどご自身に合っ
たプログラムを提案し、インストラクターによる直接指導で安全・
安心に運動が行えます。この機会にぜひ運動を始めてみませんか？
【対象者】本部町在住で65歳以上の方
【募集人数】先着40名（新規の方のみ）
【助成対象期間】令和3年5月6日（木）～令和4年3月31日（木）
【申請受付期間】令和3年5月6日（木）～令和3年8月31日（火）

運動生活スタート応援キャンペーン！

今年度は慰霊の日に合わせて第2展示室の常設展示がリニュー
アル。本部半島の沖縄戦をテーマに、1年を通して平和学習がで
きる展示室に生まれ変わります。
【日　時】�6月22日（火）一般公開スタート

博物館だより
第2展示室リニューアル

この事業は、町民の心を豊かにするために行政区又は、地域団
体が地域住民と一体となって実施を目的とする。
【対象団体】��法人格を持たない任意の団体で、かつ、本町に事務所を

置く団体。3団体程度
【対象経費】��一団体当たり上限20万円。地域住民が対象となり、か

つ、心豊かなまちづくりにつながる事業経費� �
※�人件費や個人及び団体の資産形成、食糧費、建設費
等は補助対象外とする

【申請締切】�令和3年6月15日（火）
【申請書類】��申請書、事業計画書、見積書、カタログなど� �

※�申請様式は、本部町役場総務課又は、本部町ホーム
ページにて取得できます

【その他】�令和4年2月28日（月）までに必ず事業完了すること

心豊かなわがまちづくり推進事業における 
公募のご案内

お問い合わせ �総務課行政班�TEL.0980-47-2101

お問い合わせ �本部町立博物館�TEL.0980-47-5217

・�納付期限を過ぎると、督促状が発送され、納付日までに応じて延滞金が加算されます。
・�滞納が続く場合は、法律に基づき滞納処分（差押等）をする場合があります。

5月・6月のマイナンバーカードの時間外交付窓口は次の通りです。
【5月】12日、26日 
【6月】�9日、23日� �

（時間�午後5時30分～7時30分）
予約制となっていますので、� �
事前に電話連絡をお願いします。

電話予約・お問い合わせ �住民課�TEL.0980-47-2102
（平日午前8時30分～午後5時15分。午後0時～1時を除く）

5月・6月のマイナンバーカード 
時間外交付窓口の開設について

本部町への応援メッセージ
寄附して頂いた方々から町への応援メッセージが多数寄せられてい

ますので、一部を紹介させていただきます。
・�昨年も寄附させていただき、返礼品のマグロの美味しさに感動しま
した。これからも良い特産品を作ってください。
・�沖縄の海も大好きです。� �
本部の町も人も大好きです。
・�子どもたちに明るい未来を！

5月31日は軽自動車税（種別割）・固定資産税（1期）の納期限です。納期限内の納付をお願いします。
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ベジタブルインキを
使用しております。

来
年
の
開
花
を
願
い
八
重
岳
の
桜
に
お
礼
肥
入
れ

本部中学校１年生が町の
活性化案を発表

伊野波橋完成！
小・中学生が橋名板の文字製作

仲
里 

泉
石（
滿
）さ
ん

1
月
に
綺
麗
な
桜
で
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

た
八
重
岳
の
桜
に
感
謝
を
込
め
3
月
4
日
、桜
の
森

公
園
内
で
お
礼
肥
入
れ
及
び
桜
の
植
樹（
主
催
・
町
、

本
部
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ

の
取
り
組
み
は
、昨
年
実
施
し
た
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
寄
付
金
を
活
用
し
て

お
り
、桜
の
保
全
と
育
成
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
部
町
の
農
業
を
元
気
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
、

本
部
町
議
会
議
員
、上
本
部
学
園
6
年
生
な
ど
約

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

上
本
部
学
園
6
年
生
の
玉
城
修し
ゅ
う

さ
ん
は「
植
え
た

桜
が
咲
い
た
こ
ろ
に
ま
た
見
に
き
た
い
。来
年
も
ま

た
満
開
の
桜
が
咲
い
て
ほ
し
い
」と
話
し
、同
学
園

6
年
生
の
滝
村
瑠る

な菜
さ
ん
は「
今
回
植
え
た
桜
が
将

来
は一番
の
大
樹
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」と
思
い
を
語

り
ま
し
た
。

3月4日、伊野波橋橋名板文字製作の感謝状贈呈式が役
場町民ロビーで行われました。新しい基準により、寿命100
年として架け替えられた伊野波橋の橋名板を次の100年を
担う小中学生に毛筆で書いてもらいました。伊野波橋の地
元である本部小学校と本部中学校に募集したところ、78作
品の応募の中から4人の児童、生徒の作品がそれぞれ選ば
れ感謝状が贈呈されました。
感謝状を受け取った本部中学校2年生の上岡七

なな み
海さんは

「100年の歴史が刻み込まれると思うととても嬉しい」と話
しました。また、「満名川」を書いた本部小学校5年生の宇根
咲
さくら
良さんは「満という字が難し

くてたくさん練習した。橋に取
り付けられるのが楽しみで早
く見に行きたい」と話しました。
3月5日には、児童、生徒が

書いた文字が橋に取り付けら
れ、伊野波橋の架け替え工事
が完了しました。

3月9日、本部中学1年生が自分たちの住む町をより良
くするための活性化案を発表しました。この取り組みは、町
の活性化について調べることで、地域産業に関心を持ち自
分たちで考えて行動する力を身につけることを目的に行わ
れました。
生徒たちは、企業の方の講話を聞いたり企業訪問を行っ

て活性化案について調べていました。
町役場について調べたグループは、町内飲食店のポイ

ントカードの導入や中高生による観光ガイド、本部中clean
プロジェクトを活性化案として発表していました。今回の発
表を通して生徒たちからは「町の抱えている問題を知れて
良かった。どうしたら町を活性化できるか考えることができ
た」などの感想が述べられました。

町
内
で
泉
石
書
道
水
墨
画
教

室
を
営
む
仲
里
滿
さ
ん
。
仲
里
さ

ん
は
、40
年
近
く
書
道
を
教
え
て

お
り
、小
学
生
が
授
業
で
書
い
た

作
品
の
添
削
な
ど
も
行
い
教
育
振

興
の
発
展
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

毎
年
、も
と
ぶ
展
や
北
部
地
域

の
芸
術
文
化
展
で
も
あ
る
や
ん

ば
る
展
な
ど
に
作
品
を
出
展
し
て

い
る
と
い
う
仲
里
さ
ん
は「
数
年

勉
強
し
て
作
品
が
出
来
上
が
っ
た

時
や
、弟
子
が
出
展
す
る
た
び
に

成
長
し
て
い
く
様
子
を
見
る
と
や

り
が
い
を
感
じ
る
」と
嬉
し
そ
う

に
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、書
道
教

室
に
通
う
生
徒
達
に
話
を
聞
く
と

「
書
く
の
が
楽
し
く
て
通
っ
て
い

る
。
先
生
は
気
さ
く
で
教
え
る
の

も
上
手
い
た
め
、み
ん
な
長
年
通

い
続
け
て
い
る
」と
楽
し
そ
う
に

書
道
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

仲
里
さ
ん
は
、「
書
道
を
通
し

て
集
中
力
や
筆
順
、日
本
の
文
化

で
あ
る
書
法
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、

展
示
会
等
に
も
出
展
し
て
自
己

を
高
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し

ま
し
た
。

桜の植樹を行う上本部学園の児童たち

橋名板を重たそうに持つ受賞者

書道を教える仲里さん活性化案を発表する生徒たち

書道教室に通う皆さん

「いのははし」

本部小学校 2年 本部小学校 5年 本部小学校 5年 本部中学校 2年

嘉
かでかわ
手川 煌

こうせい
生 喜

きな
納 優

ゆりあ
梨亜 宇

うね
根 咲

さくら
良 上

かみおか
岡 七

ななみ
海

「伊野波橋」 「満名川」 「令和3年３月完成」

心
豊
か
な

町
の
話
題


